
梅毒ってどんな病気？

Vol．58 梅毒について正しく知って、感染を予防しましょう

作成 ナースチーム

梅毒は性感染症の1つで、梅毒トレポネーマという細菌感染

によって発症します。治療薬が普及し早めの治療で治癒する

病気です。しかし今、感染者は依然として増加しています。

性行為による粘膜の接触や皮膚の小さな傷から細菌が体内に侵入し感染します。そ

の後リンパ節にそして血液をめぐり全身に広がり症状も現れていきます。梅毒の症状

は自然に軽快することもありますが、ひそかに進行して重症化したり、他者への感染

や、妊婦から胎児に母子感染による先天性梅毒を引き起こします。

どうやって感染するの？

症状は？

2020年以降、20～50歳代

男性と20歳代女性の患者数

が急増しています！

西宮市「梅毒について」 2025年6月30日に利用
メディカルブレイン「梅毒の動向、症状と治療」 2025年6月30日に利用

東京都感染症情報センター「梅毒の流行状況（東京都 2006～2024年のまとめ）」2025年6月30日に利用

厚生労働省「梅毒」2025年6月30日に利用

厚生労働省「梅毒に関するQ&A」2025年6月30日に利用

梅毒患者報告数の年次推移
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感染の機会や典型的な

症状、血液中の梅毒抗体

の結果を組み合わせて判

断します。

抗体ができるまで時間

がかかるため、2-4週間

後に再検査することもあ

ります。

ペニシリン系の抗生物

質で治療します。

早期に治療を開始し、

医師の許可を得るまで治

療を中断しないことが重

要ですまた、医師の許可

がでるまでは感染拡大に

つながる行為を避けるこ

とで自分以外を守る事に

もつながります。

性交時（口腔、肛門を

含む）にはコンドームは

必ず使用し粘膜の直接接

触は避けましょう。ただ

し、覆わない部分から感

染するなど100％予防

できるとは過信しないよ

うにしましょう。

また、不特定多数の人と

の性的接触は感染リスク

を高めます。

健康についてのご相談は、保健指導担当の保健師、管理栄養士、
健康運動指導士にお気軽にお声がけください。

体調の変化や少しでも心配だと感じたら、早めに検査をお受けください。感染し

ていても最初のうちは、症状が出たり消失したりするため、検査や受診を先延ばし

にしてしまうことも多いようです。そのまま治療せずにいると症状は進行していき

ます。検査をうけ感染していたら、早めに治療を開始しましょう。また、パート

ナーも検査を受け、同時に治療していくことも大切です。

体調に異変を感じたら？

1人1人が梅毒について正しく理解し、体調の変化を感じたら、

あなた自身と大切な人のためにも、検査をお受けください。

検査は市町村の保健所や、当健診センターでもお受けいただけます。

厚生労働省「梅毒」 2025年6月30日に利用; 日本感染症学会「梅毒治療の考え方」(2024)

検査は？ 治療は？ 予防は？

梅毒は感染している方とたった1回の性行為でもかかる可能性がある病気です。

梅毒のもつイメージや症状の特性から、検査を躊躇してしまうことも多く、感染

が強い時期に接触することで、感染者がさらに増えることにつながります。

最後に…
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